
読上原稿 富士市の防災 ～津波避難編～ 

この動画では、「富士市の防災 津波避難編」と

して、津波からの避難行動について説明します。 

お伝えする内容は、「地震と津波避難の基本の確

認」と「地図を使って津波避難行動を考える。」の２

つです。 

この２つの説明を通して、津波からの個人の避難

行動を確認していただきたいと思います。 

それでは、１つ目の「地震と津波避難の基本の確

認」について説明します。 

国内では、明治期以降、繰り返し津波災害が発生

し、大きな被害をもたらしてきました。 

平成２３年３月には、日本周辺における観測史上

最大規模の地震となった東北地方太平洋沖地震、い

わゆる「東日本大震災」が発生し、場所によっては

１０ｍ以上、最大遡上高約４０ｍの巨大な津波が東

北地方の沿岸部を中心に押し寄せ、死者・行方不明者

の合計が１万８千人を超えるなど、大きな被害をも

たらしました。 



文献上の記述が少なく、確かなことはわかりませ

んが、富士市にも関係すると思われる津波は、主に南

海トラフ沿いの地震に伴って発生していると推測さ

れています。 

南海トラフでは、約１００～２００年の間隔で大

地震が発生しており、今後３０年以内の発生確率は

７０％～８０％とされています。 

それでは、南海トラフ地震とはどのようなものな

のでしょうか。 

日本周辺には、陸のプレートといわれるユーラシ

アプレート、北米プレート、海のプレートといわれる

フィリピン海プレート、太平洋プレートがあります。

日本周辺で発生する海溝型地震といわれる地震

は、海のプレートが陸のプレートの下に沈み込むこ

とによって「ひずみ」が蓄積し、ひずみが限界に達し

たときに、陸側のプレートが一気に跳ね上がり、巨大

な地震を引き起こすものです。 

東北地方太平洋沖地震は、太平洋プレートが陸側

のプレートの下に沈み込んだひずみによって発生し

たものです。これに対し、南海トラフ地震は、フィリ

ピン海プレートが陸側のプレートの下に沈み込むひ

ずみによって発生するものです。 

南海トラフには、東海、東南海、南海という領域の

区分がありましたが、近年では、それぞれの領域で発

生する地震に加えて、現在の科学的知見で想定され

る最大規模の地震として、日向灘を含めた全ての震

源域が連動する巨大地震が想定されています。 

南海トラフ地震は、震源域が広く、揺れが継続する

時間が長く、さらに富士市は震源域に近く、すぐに大

きな揺れに襲われるという特徴があります。 

この図は、南海トラフ地震が発生した場合の富士

市の揺れの想定ですが、黄色で示しているのが震度

６弱、オレンジ色で示しているのが震度６強です。 

私たちは、強弱を繰り返しながら、強く大きな揺れ

が、最長３～４分間継続するという地震に備えなけ

ればなりません。 



津波からの避難につなげるためには、まず地震の

揺れによる被害をなくすこと、少なくすることが必

要です。 

住宅の耐震性の確認、耐震補強のほか、家具や家電

の固定、窓ガラスの飛散防止等を平常時に行ってお

くことが重要です。 

次に富士市で想定される津波について説明しま

す。 

静岡県第４次地震被害想定では、１ｍの津波が到

達するまでに３分、最大津波高６ｍの津波が到達す

るまでに１５分と想定されています。 

富士市の沿岸部の地形は、直線的な海岸線と、海岸

線に沿って８ｍ以上の高台が続いているという特徴

があります。 

このため、津波は元吉原地区と田子浦地区の間に

ある田子の浦港から流入し、港の周辺と一部の河川

への遡上が想定されています。 

富士市では、静岡県第４次地震被害想定で示され

た津波浸水想定区域に加えて、バッファゾーンとし

て津波浸水想定区域の外側５０ｍまでを避難対象区

域としています。 

津波に関する避難指示が発令された場合には、津

波浸水想定区域とバッファゾーンを併せた避難対象

区域が、避難が必要な区域となります。 



津波に関する注意報・警報、避難の情報は、この図

にあるように、予想される津波の高さに応じて、気象

庁が津波注意報、津波警報、大津波警報を発表しま

す。市は、注意報、警報の発表後ただちに、避難指示

を発令しますので、すぐに避難を開始してください。

なお、津波注意報に基づく避難指示は、漁業従事者

等が対象です。 

津波が数分で到達する富士市では、これらの情報

を待たずに、大きな揺れが収まったらすぐに避難す

ることも必要です。 

それでは、ここから、地図を使って、個人の津波か

らの避難行動を考えてみましょう。 

津波からの避難行動を考える準備として、「津波避

難マップ」と「我が家の津波避難チェックシート」を

用意します。津波避難マップには、元吉原地区版、田

子の浦港周辺地区版、田子浦地区版の３種類があり

ます。 

津波避難マップは、津波避難対象地区に全戸配布

をしているほか、富士市のウェブサイトからダウン

ロードできます。また、防災危機管理課の窓口でも配

布しています。 

チェックシートは、富士市のウェブサイトからダ

ウンロードできるほか、防災危機管理課の窓口でも

配布をしています。 

津波避難マップとチェックシートが用意できた

ら、津波避難マップの地図面を開いてください。 

チェックシートでは、４つのステップに分けて記

載しておりますが、この動画ではもう少し詳しく、６

つのステップに分けて説明します。 

まずは自宅確認です。 

津波避難マップの地図面の自宅がある場所に赤い

〇印をつけてください。〇印は、シールなどを使用し

ても構いません。 



確認した自宅の場所について、津波避難マップを

見ながら、津波の想定浸水深と到達時間をチェック

シートに転記します。 

次のステップは、避難目標地点の決定です。 

東日本大震災では、津波によって建物が押し流さ

れるとともに、大規模な火災が発生しました。 

津波浸水想定区域内の建物への避難は、余震によ

る建物倒壊や落下物による被害の危険があるほか、

津波は繰り返し襲ってくるので、長時間建物内に取

り残されてしまうことも考えなければなりません。 

津波避難ビルや津波避難タワーを含めて、区域内

の建物などへの避難は、避難行動が遅れてしまった

などの場合に限った方が良いでしょう。 

津波からの避難の原則は、避難対象区域の外に出

ることです。 

避難目標地点を決める際には、区域外の安全な場

所を考えるようにしましょう。 



避難に当たっては、建物や電柱が倒れ、道をふさい

でしまうかもしれないこと、誰かが車を乗り捨てる

と渋滞してしまうかもしれないことなどから、車は

使わずに、徒歩で避難することを考えましょう。 

また、徒歩で避難する場合を考えながら、自宅周辺

に避難の妨げになりそうな場所はないかも考えてお

きましょう。 

ここまでの説明を基に、津波避難マップに、自宅周

辺の危険箇所、避難の妨げになりそうな場所を書き

込んでいきます。危険箇所の記入は、付箋を使用して

も構いません。 

危険箇所の記入が終わったら、津波浸水想定区域

外への避難、車は使わない、危険箇所等を避けるとい

う点を踏まえて、避難目標地点を決定し、津波避難マ

ップに青い〇印をつけます。 



避難目標地点を決めたら、チェックシートに記入

します。 

次に、避難経路を検討します。 

避難目標地点を決める際に考えた危険箇所、避難

の妨げになる場所を可能な限り避けて、経路を決め

ます。 

避難目標地点、避難経路が決まったら、津波から避

難する時間が十分にあるか、避難に要する時間を算

定します。 

地震が発生してから避難を開始するまでには、地

震の揺れが収まるまでに数分かかったり、非常持ち

出し品を手に取ったりと、少しだけ時間がかかって

しまいます。また、家の倒壊や家具の転倒などにより

避難できないことがないよう、自宅の耐震化、家具の

固定等の事前対策も考えておきましょう。 

この図は家を出るまでの時間の目安ですが、この

動画では、「揺れがおさまったらすぐに避難できる

人」として、先ほど説明したとおり、富士市では地震

の揺れが最長３～４分間続くことを考慮し、避難開

始までに要する時間を４分とします。 



次に、避難経路を移動する時間について考えます。

津波避難マップの縮尺を参考にしながら、自宅か

ら避難目標地点までの距離を算出します。この際に

注意することは、実際には走って避難できる人でも、

自宅から避難する際には、一緒に避難する家族の中

で一番時間のかかる人に合わせて算定することで

す。 

ここでは、ゆっくり歩くペースといわれている１

分間に６０ｍという速さで算定してみます。 

ここまでの作業が終わったら、チェックシートの

ステップ３にそれぞれの時間を記入します。 

移動にかかる時間をチェックシートのＣ欄に、こ

れにＢの家を出るまでの時間を足したものをＢ＋Ｃ

欄に、ステップ１の自宅確認の際に転記した津波到

達時間をＡ欄に記入してください。 

なお、避難に要する時間(Ｂ＋Ｃ)よりも、津波到達

時間(Ａ)の方が短い場合には、津波からの避難が間

に合わないことになるので、ステップ２に戻り、津波

避難目標地点を再検討することが必要です。 

津波からの避難が完了したら、自主防災会が決め

ている安否確認場所に無事を報告します。 

安否確認場所を自主防災会長に確認し、津波避難

マップに緑色の〇印をつけます。 

また、安否確認場所への経路についても、津波浸水

想定区域を横切ったり、危険箇所等を通らないなど、

安全な経路を検討してください。 

安否確認場所は、チェックシートのステップ４に

記入します。 



最後に、避難経路を実際に歩いてみて、図面では気

づかなかった、思い出せなかった危険箇所はないか、

避難に要する時間が間違っていないかなどを検証

し、もし修正すべき点が見つかったら、避難目標地

点、避難経路を必要に応じて修正します。 

でき上がった津波避難マップやチェックシートの

内容は、家族で共有してください。 

ここまで、地図を使って津波避難行動を考えてき

ました。 

静岡県第４次地震被害想定では、富士市内の津波

による死者数は９０人と想定されています。しかし、

この被害想定は津波避難対象区域内の皆様の事前対

策、早期避難によって大幅に減らすことができます。

この機会に、津波からの避難について、改めて考え

ていただき、一人ひとりが津波から命を守る行動を

していただきますようお願いいたします。 

以上、「富士市の防災 津波避難編」をお送りしまし

た。 

（以上） 


